
　レフェリーがコートで選手に確認した後、最終決定をする　（p193）

　セカンドサーブのモーションに入ってからレットがかかった場合は、ポイントのレットとなり
ファーストサーブからやり直しとなる　（p57）

　落としたのが1度目ならレット（ポイントのやり直し）がコールされる。次は失点となる事を伝え2
度目以降は失点する。レットがコールさせていなければなかった事となる　（p57）

　ファーストサーブならファーストサーブから、セカンドサーブならセカンドサーブからやり直す
（p16）

　セルフジャッジの試合では、両プレーヤー（組）が勝敗を認めて握手した時点で試合終了とな
る　（p134）

　タイブレーク中、サービスの順番が間違っていることに気づいた時は、
偶数ポイントが終わった後で気づいた場合はただちに正しい順番に戻し、奇数ポイントが終
わった後で気づいた場合は入れ代わったままでプレーを続ける　（p21）

　試合中（ウォームアップも含む）許可なくプレーヤーがコートを離れた場合は、失格になる事
がある　（p153）

2024大会　トラブル一覧表

　リタイアする際に選手同士のみで確認後、試合を終了してしまった

　セカンドサーブを打とうとした時にレットがかかった。どうしたらいいのか？と選手から問い合わせが
あった

　帽子を2回落としたら失点になるのかと問い合わせがあった

　レシーバーが構えてないのにサーバーがサーブを打ったのでやり直してもらったがあってますか？
　と問い合わせがあった

　試合終了後にサーブの順番が間違っていたことに気づいた。
　試合は終了していたので結果はそのまま成立

　タイブレーク中にサーブの順番間違いがあった。
　カウント、サーバーを確認し、そのカウントに応じたサイドから再開した

　ボールがコート外に出た時、選手が取りに行った。注意事項に特に記載のない限り、試合中に選手
が
　勝手にコート外に出てはいけないとRUから伝えた



　サーブするのをやめたサーバーは、ボールを手でつかんでも、ラケットで止めても、地面に落
としてもかまわない　（p16）

　筋ケイレンの場合、選手はエンド交代時またはセットブレークの時間内に限り処置を受けるこ
とができる。筋ケイレンの処置でMTOは与えられない　（p139）

　ラケットの補充のためにコートを離れる場合は、アンパイアが同行（許可）し、次のポイントの
始まるまでの時間内で、用意しなければならない　（p55）

　試合中いかなる電子機器も使用することができない。スマートウォッチは電源が切られた状
態でも試合中の着用は認められない　（p55）

　プレーが止まっていたとしても、試合中のコートには立ち入らない

　どちらも１セットマッチの方式に変更して試合を終了する

　6-5の30-15で気がついた場合はそのまま試合を続行して7-5で終了
　　もしくは6-6になったらそこからタイブレークで7-6で終了
　タイブレークの途中で気が付いた場合もそのままタイブレークをして7-6で終了
　結果のスコアはその試合だけ異なってしまうが間違いが起こったので7-5または7-6と表記

　サービスの為のトスをラケットで受け止めた選手に、RUが勘違いしてセカンドサーブからになりますと
伝えてしまった

　ポイント間に足が攣りそうだという理由でレフェリーを呼んで、その間に薬を飲んだり水分補給したり
した

　ウォームアップ中にストリングが切れてしまい、ラケットをコート外へ取りに行ってもいいか確認があっ
た。お楽しみ大会ということで、相手選手に了承をもらい、選手自身が取りに行った

　試合中、ベンチでスマホを操作している選手がいた

　試合中のコートを、インプレー中ではないからと横切る（コートの後ろを通る）選手がいた

　6ゲーム先取の試合を6ゲームマッチと勘違いして、6-5になっても続けようとした。
　観客が気づいて選手に伝えた

　6ゲーム先取の試合を6ゲームマッチと勘違いして、6-5になっても続けた。途中で間違いに気づき、
　選手同士のみで試合終了としてしまった



1 　必ず要項・注意事項を確認する

2 　若番は武道館側のベンチ・赤色のスコアボードを使用する

3
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① 判定が難しい場合は「グッド」（相手に有利に）！

②

③ サーバーはサーブを打つ前、レシーバーに聞こえる声でスコアをアナウンス！

④

⑤ コートの外の人は、セルフジャッジへの口出しはしない！

「アウト」または「フォールト」はボールとラインの間に、はっきりと空間が見えたとき！

ジャッジコールは、相手に聞こえる声と、相手に見えるハンドシグナルを使って速やかに！

《　試合に参加する時のマナー　》

　本部に伝えられた試合開始時間には、試合（ウォームアップ）を開始できるように、余裕を
　もってコートに移動する

　次の試合の開始時間は、選手自身で本部に確認する

　隣のコートにボールが転がっていっても、邪魔になってないようならそのままゲームを続ける
　　　→サーバーのリズムを崩さないようにする

　隣からボールが入ってきた時は、隣がプレー中であればコート間の隣のコート寄りの
　フェンス際に置いておいて、すぐに自分たちのゲームを再開する

　プレーが止まっていたとしても、試合中のコートの後ろを通らない

　試合終了後は、1人が本部へ結果報告に行き、残りの選手でコート整備をする
　　　→結果報告に行く選手は、試合ごとに違うので要項・注意事項を確認する

《　セルフジャッジ５原則　》


